
 
 

 

 

 

令和５年度北区政策提案協働事業報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１２月 

地域振興部地域振興課 
 

 



目    次 
 

第１章 政策提案協働事業の制度について 
１． 政策提案協働事業の概要……………………………………………… 1 
２． 募集事業の流れ………………………………………………………… 2 
３． 事業募集について……………………………………………………… 3 

 
第２章 実施事業の概要 

１．起業するなら北区！起業副業はじめの一歩サポート事業…………… ４ 
２．銭湯を核とした地域コミュニティ再生とまちづくり  …………… ２６ 

 
第３章 政策提案協働事業の評価について 

１． 評価の目的………………………………………………………………６７ 
２． 事業の評価方法…………………………………………………………６７ 
３． 評価項目…………………………………………………………………６７ 
４． 評価の流れ………………………………………………………………６７ 
５． 事業の実施主体による評価……………………………………………６８ 
６． 選定委員会による評価…………………………………………………７４ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



 
 

第１章 政策提案協働事業の制度について 

 
１． 政策提案協働事業の概要 

北区では、平成 19 年度に区民、NPO、ボランティア団体等の自主的な公

益活動に助成を行うため北区協働推進基金を創設しました。 

本事業は、この基金を活用し、NPO やボランティア団体等の主体的な関わ

りの下で区との協働によるまちづくり事業を進め、多様で豊かな地域社会を

実現することを目的としています。 

北区内に活動拠点を有する NPO、ボランティア団体等の公益活動を行う団

体から、先駆的で公益性の高い事業を提案（以下「提案事業」という。）して

いただき、採択された事業について、区と協働で取り組んでいきます。 

募集する事業は、区の地域課題の解決に向け、新たな視点で提案団体と区

が取り組むことのできる事業です。 

事業経費のうち区が負担する額は、年間３００万円を上限とします。 

この事業費は提案団体と区の双方の経費になり、その割合は提案団体と主

管課とのヒアリングの際に検討します。 

事業を継続する場合の区が負担する事業費については、２年間の事業の場

合は計５００万円、３年間の事業の場合は計６５０万円を上限とし、その範

囲内で各年度間の区の負担額を決めます。 

  応募していただいた提案は、提案団体と提案に関連する主管課（以下「主

管課」という。）とのヒアリングを実施し、書類審査、プレゼンテーションに

より北区協働地域づくり推進事業選定委員会（以下「選定委員会」という。）

が審査します。 

  令和４年度は、３事業の応募があり２事業が選定され、令和５年度に実施

しました。 
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２． 募集事業の流れ 

 

【令和４年度】 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和５年度】 

 

 

 

 

 

【令和６年度】 

 

 

 

 

事業説明会 （６月２３日） 

事業終了（令和６年３月） 

審査結果公表（１２月初旬） 

第一次審査（書類審査）（１０月下旬） 

第二次審査（公開プレゼンテーション） 

（１１月下旬） 

【審査】 

北区協働地域づくり推進事業選定委員会が対

象事業を審査します。 

【公表】 

事業概要や団体名を公表します。 

【事業評価】 

事業終了後、事業効果や実施手法等について

の評価を行います。 

【申請】 

申請事業に関する書類（所定の書類）や団体

に関する書類（名簿や規則など）を提出。 

主管課とのヒアリング 

【ヒアリング】 

主管課と事業化に向けて協議を行っていただ

きます。より実現性の高い事業となるよう事業

内容の詳細を検討していきます。 

実施に向けての協議（１２月～３月） 

協働事業開始（４月） 

予算確定、事業化決定（３月） 

【実施に向けての協議】 

事業実施に向けて、主管課を交えたワークショ

ップ等を行い、具体的な協議を進めていきま

す。 

【事業説明会（自由参加）／事前相談】 

事業概要や提出書類について説明します。 

２日で３回実施しました。 

また、事前相談では申請書の書き方などの相

談を受け付けます。 

申請書提出 

事前相談 

事業募集（７月１日～７月２９日） 

事業の経過報告 【経過報告】 

四半期ごとに事業執行状況報告書を提出。 

事業評価 完了報告書提出（４月） 

完了報告会（６月１５日） 
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３． 事業募集について 
 
（１）審査基準 

 
 
 
 
（２）選定事業 

 事業名 団体名 
１ 起業するなら北区！ 

起業副業はじめの一歩サポート事業 
(R5 年度～R7 年度） 

特定非営利活動法人彩結び 

２ 銭湯を核とした地域コミュニティ再生

とまちづくり 
(R5 年度～R7 年度) 

一般社団法人せんとうとまち 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

審査対象 審 査 基 準 

第一次 

審査基準 

（書類審査） 

① 事業目的は地域課題の解決を目的としたものか 

② 事業手法に独自性、先駆性等提案団体の特性が認められるか 

③ 適切な役割分担となっているか 

④ 提案事業は実現可能か 

⑤ 協働で取り組むことによる事業効果を認めることはできるか 

第二次 

審査基準  

（プレゼンテ

ーション） 

① 提案団体に事業の実現に対する熱意・意欲が感じられるか 

② 提案団体に事業を実現する能力を認めることができるか 

③ 提案団体に新しい課題に対するチャレンジ精神を認めることは 

できるか 

④ 事業内容に整合性が認められるか 

⑤ 協働への取組により提案団体、区に相乗効果が期待できるか 

⑥ 総合的観点から、実施すべき事業と認めることができるか 
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第２章 実施事業の概要 
１．起業するなら北区！起業・副業はじめの一歩サポート事業 

 

提案団体 特定非営利活動法人彩結び 

主 管 課 産業振興課 経営支援係 

 
 

（１）団体概要 

「誰もが自分らしく彩どり豊かな人生を歩み協創する社会」を目指して、その

人の彩(いろ＝強みや課題)によって社会や人とのつながりが生まれる場と機会

の提供と、その為の施設運営や活動の企画運営を行うことを目的とする。 

 

（２）事業目的 

「創業しよう！」と決断した人にとってはフォロー体制も手厚い北区。しかし

「創業しよう！」とスタートラインに立てるのは一握りで、多くの人は、家庭

や本業とのバランスに悩み、どれくらいの利益が出るのか？市場の調査をしな

いとなかなか創業までは進めないのが現状。北区コミュニティビジネスの会議

でも、「最初の一歩が踏み出しにくい」という課題が出ている。 

しかしながら、新型コロナウイルスと共に生きる中で、副業を可能とする会

社の増加・リモートワークの増加・「職住融合」への意識改革など、大きな変化

があった。また、人生１００年時代の到来により、元気でパワフルなシニアも

増加している。こういった背景から、「自分の好きなことや得意なことで働きた

い」という人が増えており、こういった創業予備軍への支援をしていく。また、

創業後数年で廃業してしまう事業主も多いため、創業間もない人の支援も併せ

て行う。 

 

（３）事業概要 

個別事業①  

活動の最初の一歩としてチャレンジできる定期的なマルシェの開催をします。 

 

個別事業②  

創業を通じて自身のキャリアを切り拓くための勉強会を開催します。 

 

個別事業③  

創業を通じて自身のキャリアを切り拓くために大切になる、同志・仲間作りの

ための交流会を開催します。 
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（４）役割分担 

団  体： マルシェの企画・運営 

      創業予備軍・創業間もない人たちのネットワークづくり 

主 管 課：・区内での公的広報 

     ・創業希望者への支援 

・創業支援機関やプロジェクトの連携 

 

（５）事業の決算額 

区  分 項  目    金  額（円） 

収入 北区負担金 2,864,000 

団体負担金 39,129 

チャレンジメンバー入会金 359,700 

マルシェ出店料 166,400 

収入計 3,429,229 

支出 交通費 64,660 

消耗品費 170,383 

謝礼 83,508 

印刷製本費 40,865 

使用料・賃借料 4,400 

人件費 1,432,000 

委託費 1,102,453 

通信運搬費 4,538 

対象外経費 飲食経費 23,122 

対象外人件費 503,300 

支出計 3,429,229 
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２．銭湯を核とした多世代間の地域コミュニティ再生と記憶アーカイブによる

歴史的・文化的まちづくり 

 

提案団体 一般社団法人せんとうとまち 

主管課  シティプロモーション推進担当課 

      （令和 6 年度現在：シティブランディング戦略課） 

 

（１）団体概要 

一般社団法人「せんとうとまち」は、銭湯が持つ文化的価値に光をあてなが

ら、銭湯とその周辺のまちの生活文化を育んでいる重要な建物や人、環境の潜

在的価値を掘り出し、見える化することを活動の軸としています。それらを広

く社会に発信することで、歴史の積層を踏まえた「銭湯があるまちなみ」の魅

力の向上を図ることを目指します。また、銭湯が地域にもたらす価値を高め、

銭湯とまちとの持続可能なあり方を提案しています。 

 

（２）事業目的 

 高齢者の増加、孤立問題は北区においても例外なく深刻化が見込まれていま

す。また、過度な再開発による生活のスタイルの変化や家族構成の移り変わり

により、高齢者のみならず地域内の人々のつながりは年々希薄化しています。

本事業では、「銭湯」その周辺のまちに向き合うことで、地域内の多世代間の関

係性を育み、地域コミュニティの再生へとつなげることを目指しています。 

 北区は、かつての暮らしを物語る歴史的・文化的な資源が、今なお多く現存

する希少なエリアです。中でも、銭湯は古くから地域に寄り添い、情報が日常

的に集まる場所です。しかし、その価値が十分に認識されているとは言い難く、

それらの可能性の発信共有が求められます。本事業では、銭湯利用者や地域に

住まう多様な世代への聞き取りから、銭湯界隈の歴史や記憶を掘り起こし、地

域の魅力として発信していきます。これらの活動を通じ、地域の高齢者の方々

の居場所づくりに貢献すると共に、子育て世代や新規定住者といった「若い世

代」にも、北区の魅力や価値に触れる機会を提供し、地域に対する愛着心の向

上へとつなげることを目的とします。 
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（３）事業概要 

 

事業１ 地域の記憶を語る場づくり、記憶集めトークイベント「わたしの銭湯

とまち」の実施 

令和 5 年度には、滝野川界隈を中心に 7 つの銭湯を取り上げ、各銭湯の脱衣所

やロビー等を活用し記憶を語る場を設けました。滝野川界隈の昔の様子が映し

出された古写真を持参いただいたり、かつての銭湯の様子や地域の賑わいにつ

いて、来場した方々から聞き取りを行ったりしながら、地域の記憶を記録して

いく活動を行いました。 

 

事業２ 地域の魅力を紐解く広報誌「せんとうとまち新聞」を制作・発行 

地域の記憶を語る場づくりで語っていただいた記憶や地域のかつての様子、各

種取材等を通して得られた情報をもとに、昔と今をつないで地域の魅力を紐解

く広報誌を制作・発行いたしました。発行した新聞は、各銭湯や北区内の駅ス

タンド、図書館に設置し、多様な世代の地域住民の手元に届くようにしていま

す。 

 

事業３ 地域の商店や見どころの魅力を発信するポストカード「〇〇湯とまち」

を制作 

各銭湯界隈のフィールドワークをもとに長く営まれている地域の商店や見どこ

ろを取材。それらの魅力を発信するポストカードシリーズを制作しました。各

銭湯周辺につき 3～4 店舗程度のポストカードを発行。各銭湯や地域の商店等

にポストカードを配布し、銭湯に訪れる地元住民らに地域の魅力を知っていた

だく手段としています。 

 

事業４ 本事業や各種地域の魅力をウェブやＳＮＳ等発信  

上記、「せんとうとまち新聞」やポストカード「〇〇湯とまち」の情報をウェブ

上で発信するとともに、本事業や各種地域の魅力について、ＳＮＳ等にて積極

的に発信し、北区の地域の魅力、北区にある銭湯の可能性を広報しています。 

 

事業５ 地域の記憶をまとめた展示企画 

令和 5 年度は、北区の王子高架駅高架下カルチャーロード・ギャラリー及び滝

野川稲荷湯隣の稲荷湯長屋にて展示イベントを実施。稲荷湯長屋では、塀団体

や本事業に携わったメンバーらによるトークイベント等を行い、各銭湯でのイ

ベントの様子や取材時に伺ったお話、それらを踏まえた滝野川界隈の銭湯や地

域の魅力について語り合う機会としました。 
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（４）役割分担 

団 体：イベント企画・運営、広報 

主管課：広報、イベントの同行および聞き取り協力 

 

 

（５）事業の決算額  

区  分 項  目    金  額（円） 

収入 北区負担金 2,500,000 

団体負担金 56,514 

収入計 2,556,514 

支出 消耗品 75,384 

謝礼 10,000 

交通費 67,951 

印刷製本費 414,444 

通信運搬費 54,348 

使用料賃借料 24,620 

人件費 846,000 

委託費 780,000 

備品費 283,767 

支出計 2,556,514 
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第３章 政策提案協働事業の評価について 

 
１． 評価の目的 

協働事業の成果を団体、主管課、選定委員会で検証することにより、事業

の妥当性、実施効果を確認し、協働事業の改善への取組み、今後の協働事業

に役立てるために行います。 

 
２． 事業の評価方法 
  協働事業の事業実施主体である団体と主管課がそれぞれ自己評価を行い、

その内容を選定委員会へ提出します。事業報告と自己評価に基づき選定委員

会が評価し、その内容を公表します。 
 

３． 評価項目 

（１）計画段階での取組み 

（２）事業の進め方 

（３）協働で取り組んだことによる効果 

（４）協働事業の成果 

 

４． 評価の流れ 

 提案団体 主管課 選定委員会 

事
業
終
了
後
（
４
月
下
旬
） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

     

 

 

    

 

公
開
報
告
会 

 

 

 

 

   

全
体
評
価 

 

 

        

       

事業報告書 
収支決算書 

作成 
提 出 

評

価 

共 有 評価表作成 

事業報告書 
収支決算書 

提出 
評

価 

評価表作成 評価表 
（主管課） 

評価表 
（提案団体） 

事業報告書 
収支決算書 

報   告 評 価 

 

評価表作成 

報告書公表 
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５． 事業の実施主体による自己評価 

（1） 起業するなら北区！起業・副業はじめの一歩サポート事業 

 

【団体による自己評価】（特定非営利活動法人彩結び） 

① 計画段階での取組みについて 

計画段階で、目標・目的と対象者をしっかりと協議し、共通認識をもって事業

をスタートできたことがよかったです。 

 
② 事業の進め方について 
最大限効果を出すべく、区役所としてできる広報活動を当担当課様からご提案

くださり、一団体ではできないような大規模な広報ができとても助かりました。 
 
③ 協働で取り組んだことによる効果について 
・広く区内に呼びかけることが可能となり、事業の周知につながりました。（実

際に、北区ニュースを見てご来場したりお問合せをくださったケースがありま

した。） 
・事業の信頼性が高まり、新しい商業施設（ビーンズ赤羽テラス様）での開催

につながりました。 
・区担当課様に、勉強会にご参加いただき、区のサービスを直接創業予備軍に

伝えることができました。一区民としては、区役所に問い合わせしにくいと思

いますので、このような機会を設け、区役所の情報を発信できたことは有意義

でした。 
 
④ 協働事業の成果について 
・創業予備軍であるチャレンジメンバーを 31 名集めることができ、勉強・交流・

実践の場を提供できました。 
チャレンジメンバーとして継続的な活動をする中で、メンバー同士が交流を深

め仲間になって安心感が増えました。 
また、お互いの活動が刺激となり、開業届を出したり、出すことに前向きに検

討するメンバーが増え、本事業の最終目標である開業届を 5 名出すことは初年

度で目標達成しました。 
 
⑤ 全体を通して 
・開業届を出して終わりではなく、その後事業を継続するために収益化するこ

とが課題であるため、2024 年度は一層区の創業支援の活動と連携していくこと

や視察などを行っていきたいです。 
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【主管課による自己評価】（産業振興課） 

① 計画段階での取組 

・協働相手とは、「北区コミュニティビジネス創業支援ネットワーク」のアドバ

イザーやシンポジウム、交流会での登壇者など、産業振興課が実施している事

業でかかわりがあったため、関係性がない状態からスタートするよりも初年度

としては、対等な立場で意見交換、計画作成ができたを感じている。 

対象者の意見や要望、需要などについては、これまで以上に聴取等していきた

い。 

 

② 事業の進め方 

・地域振興課が調整して実施していた定例会が機能していたため、意見交換に

大きな課題は感じなかった。 

・定例会とメールによるコミュニケーションが中心だったが、ちょっとした打

合せをオンラインでやれればより双方の負担なくできた場面もあったので、活

用していきたい。 

協働で取り組んだことによる効果について 

 

③ 協働事業の成果 

・計画段階での区の役割はマルシェ等の周知であったが、勉強会で区の事業を

紹介する場面を設定していただくなどできたことは成果だった。 

・現時点では区ＨＰへ本事業を掲載しているが、区の創業支援事業においても

本事業を周知するなど、協働の成果をさらに模索していきたい。 

・ＪＲ東日本都市開発との連携によるビーンズ赤羽でのマルシェ開催やＳＮＳ

を上手に活用した周知活動など、団体が持つノウハウを効果的に活用できた。 

 

④ 協働事業の成果 

・マルシェの５回開催、勉強会、交流会の５回ずつ実施するという計画を、計

画通り実施できたこと、１年目の目標である会員数３０名、本事業３年目終了

時の目標である５名以上の創業を達成できたことは、団体による事業運営によ

る点が大きいと感じる。 

・今後は、２年目３年目に向けて、会員を増やしていくという目標達成に向け

て区が協力できる点を団体の意見も踏まえながら検討していきたい。 

 

⑤ 全体を通して 

・各種事業がコロナ前のように実施できる状況に戻った中で、区が持たない関

係性やノウハウを持つ団体と協働することのメリットは非常に大きいと感じた

１年間だった。引き続き団体と連携しながら本事業を推進していきたい 
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（2） 銭湯を核とした多世代間の地域コミュニティ再生と記憶アーカイブによ

る歴史的・文化的まちづくり 

 
【団体による自己評価】（一般社団法人せんとうとまち） 

① 計画段階での取組みについて 
計画段階において、北区と本事業の狙いや事業の目的を協議したところ、北区

全域の銭湯への聞き取りや地域の記憶を語る記憶集めトークイベントを開催す

るとして、本年度は滝野川界隈の銭湯を中心に行うことになりました。トーク

イベントは 7、8 回程度開催する方針でいましたが、広報誌「せんとうとまち新

聞」の作成は、当初 2 つほどの制作を想定したままでした。しかし、記憶集め

トークイベントや地域で営まれている商店への取材やポストカード政策などを

通じ、膨大な地域の様々な歴史や記憶が集まってきたことから、各銭湯を核に、

界隈の様子を丁寧に情報発信することが、地域の新たな魅力発信や、地域に住

む高齢者の方々とのつながりを掘り起こすきっかけになると考え、事業の途中

から全銭湯を軸とした「せんとうとまち新聞」の制作を行うことに切り替えま

した。それにより、広報誌の制作が当初予定より増えたこと地域の高齢者や住

民ら、地域の商店らへの丁寧な聞き取りや制作準備に追われ全体的なスケジュ

ールが大幅にずれ込むなど、事前の計画段階と実際の事業実施におけるスケジ

ュール進行に大きなズレが生じることとなりました。トークイベントを各銭湯

で実施することを踏まえた余裕のあるスケジュール進行でができなかったのは、

計画段階での反省と考えています。 
 

②事業の進め方について 
本事業の推進にあたり、各銭湯の銭湯主に対して事前の本事業への協力依頼や

確認に時間を要したことから、実施の為の下準備のスケジュールをもう少し余

裕を持って確保すべきでした。また、事業を推進していくなかで、「銭湯外町新

聞」の制作を全銭湯分に切り替えたことにより、地域の記憶を語る記憶集めト

ークイベントの実施のみならず、地域の方々からお預かりした古写真のスキャ

ン作業や写真の内容確認など、銭湯主や聞き取りを行った地域の方々への裏取

りや確認作業が膨大となりました。あわせて、北区ニュースでの掲載など「せ

んとうとまち新聞」以外の情報媒体の掲載や発信にともなう掲載許可や内容確

認なども重なり、事業計画から大幅に進行スケジュールが遅れることになりま

した。これにより、地域の記憶を語る記憶集め地トークイベント「わたしのせ

んとうとまち」の丁寧な集客や関係者への告知が十分にできなかったこと、「せ

んとうとまち新聞」の発行スケジュール等が大幅に遅れたことなどは反省点と

してあげられます。 
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③ 協働で取り組んだことによる効果について 
本事業は、各銭湯の銭湯主へのご理解とご協力がなければ達成できない事業で

す。そのため、北区との協働事業として実施することによって、銭湯主らへの

事業の理解がスムーズに進んだことは、弊団体だけではできなかった大きな効

果です。また、北区全域の銭湯とのコミュニケーションや理解浸透にあたって

は、北区浴場組合のご協力もたまわりました。こうした取り組みも北区との協

働事業だからこその大きい効果であり、協働事業ならではの規模間と信頼感を

持って実施できたものと考えています。主管課であるシティプロモーション推

進担当課においては、同課ならではのネットワークをもとに、弊団体は本事業

の取り組みについてＪ:ＣＯＭの番組として丁寧に取材・放送いただき、弊団体

の認知拡大や本事業の北区在住の方々への認知を獲得できたと考えています。

また、北区の区報「北区ニュース」の掲載はとても大きな効果であり、北区内

への広報や周知徹底は、協働事業だからこそ実施できた結果だと考えています。 
地域の記憶を語る記憶集めトークイベント「わたしのせんとうとまち」や発行

した「せんとうとまち新聞」、展示イベントの告知において、北区内の駅スタン

ドや各施設への配布など、地域じゅうにんらと多様な接点が作れる場所に配

布・設置いただけたことで、地域に住まう多様な世代への情報発信やいべんと

告知が行えたことはとても大きいです。特に展示イベントでは、これまで銭湯

に足を運んだことがなかった人が展示に関心を持ってご来場くださり、それが

きっかけに銭湯に入浴するようになったという成果もあります。協働によって

多様な成果や効果が生まれたと大変実感しています。Ｊ：ＣＯＭの番組取材や

北区ニュース、各種チラシの配布やイベント告知のご協力は大変助かりました。

次年度以降、赤羽エリア、王子エリアを中心とした銭湯の実施にあたっても、

本年度と同様の取り組み(特に北区ニュースへの掲載)を期待しております。 
 

④ 協働事業の成果について 
本事業を通じ、改めて銭湯主や常連さん、地域にお住いの方々、各商店の方々

と密なコミュニケーションを行ったことで、普段は知ることのないかつての地

域の歴史を浮き彫りにすることができました。地域の記憶を語る記憶集めトー

クイベント「わたしのせんとうとまち」に参加された方々のほとんどが、かつ

ての地域の様子を嬉々として語られ、トークイベント終了後も自宅から探して

こられた古写真など記録写真を発掘して下さり、一過性で終わることのない取

り組みとして、引き続きやり取りをさせてもらっています。地域の歴史や物語

を、住人に聞き取るというこれまでとは違ったかたちで発掘するとともに、地

域に住まう多様な世代の交流の機会が育まれ、地域コミュニティが情勢された

ことは大きな成果です。対象者の感想や意見は、ＳＮＳ等で確認すると共に、

実際に銭湯や店舗に足を運びお話や反響を聞く機会を多く設けました。様々な

成果物が出揃い、お披露目を行った年度末には、この事業を通じて「多くの方々
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が銭湯やその界隈のまちに興味を持った」という嬉しい声を銭湯主に伺ったり、

「今度みなで銭湯に行こうと思う」というありがたい感想をいただいたりしま

した。年度末の「わたしのせんとうとまち北区の記憶あつめ」展においては、

来場者にアンケートをお願いしたところ６３件を回収。ＳＮＳやダイレクトメ

ールでも取り組みに対して区内外から多くの反響をいただきました。活動に対

して対しての感謝や次年度への期待のほか、銭湯や地域の持つ可能性に共感す

る声も多くありました。また、当事業へ関心を持ち、協力したいという連絡を

専門性の高い社会人の方から学生の方まで幅広く頂いています。銭湯主の皆様

が大変喜んでくださったことが何よりの励みでした。 
  

⑤ 全体を通して 
今回、北区との政策提案協働事業を通じ、北区全域の銭湯とのコミュニケーシ

ョンを円滑にお行なうことができ、本年度では滝野川界隈の銭湯さんへの取材

や銭湯とまち新聞掲載などによって大きな手応えを感じることができました。

同時に、地域住民の方々が持つ様々な歴史や記憶を聞き取ることで、地域のこ

れまでとは違った魅力を発掘することができました。私たち「せんとうとまち」

は、まさに、銭湯を軸とした地域との関係性を編み直し、銭湯を中心とした、

地域の生態系をより良いものとするための活動を行っています。私たち「せん

とうとまち」は、まさに銭湯を軸とした地域との関係性を編み直し、銭湯を中

心とした地域の生態系をより良いものとするための活動を行っています。本事

業を通じて、地域の中における銭湯の存在感を取り戻し、銭湯の持つ文化的・

社会的な価値観をこれからの地域社会に活かす取り組みができたと実感してい

ます。 
 

【主管課による自己評価】（シティプロモーション推進担当課） 

① 計画段階での取組 

・区と団体のお互いの強みをしっかり理解し、適切な役割分担をすることがで

きた。 

・結果として計画通りに事業が進まない部分もあったが、2 年目以降は活動の

全体像が見えているので、計画段階で適切なスケジュールを組むことができる

よう協議していきたい。 

 

② 事業の進め方 

・政策提案協働事業の 1 か年目で不慣れな点も多く、団体の構成メンバーが各々

多忙ということもあり、事業がスケジュール通りに進まない部分があった。 

・地域振興係が主催する定例会や、団体のイベントで顔を合わせる機会が多か

ったので、定期的に情報共有、意見交換をしながら事業を進めることができた。 
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③ 協働で取り組んだことによる効果 

・団体が持っているコネクションや活動の柔軟性、専門的な見地は、行政では

持ちえないものであり、一方で、当課が有する広報のノウハウは、団体活動の

下支えになったので、お互いの強みが活きた一年となった。 
・団体のメンバーや関係者との関わりを通じて、本事業以外にも連携でき 
るような貴重なコネクションをつくるきっかけになった。 
・本事業内で実施した北区ニュースの特集では、各所からの反響が多数あり、

団体が制作の大部分を担当したことで、北区広報物のデザイン向上にも繋がっ

た。 
 

④ 協働事業の成果 

・事業目的が「多世代間の交流」や「地域コミュニティの再生」など抽象的な

ものであり、単年度で成果が出る性質のものではないため、初年度は団体の取

組み自体に着目して、当該活動の広報をするという形で携わった。 

・広報の方法として銭湯のＰＲだけにならないよう、引き続き、銭湯を核とし

たコミュニティ形成という目的に適うようにサポートしていきたい。 

・行政にはない部分である団体の持つ機動力、行動力を活かせるように、主管

課として柔軟な対応を心がけていきたい。 

 

⑤ 全体を通して 

・本件事業のように、課題や目的について理解・共感ができるものであっても、

その解決方法が何たるかが一様に定めにくい事業は、社会実験的に活動をしな

がら試行錯誤していくしかありません。したがって、取組みの中で新たなアイ

ディアが生まれたり、逆に計画通りに事が進まないことは多々あるかと思いま

す。そんな中、予算の使途や計画通りの遂行を拘束しすぎてしまうと、民間の

機動力という強みが活かせません。原資が公的な資金であるとはいえ、民間と

協働するという政策提案協働事業制度の趣旨を踏まえると、補助金の使い方に

ついては、もっと自由度が高さがあってもいいのではないかと感じました。 
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６． 選定委員会による評価（個々の選定委員のコメントの抜粋） 

 

（１） 起業するなら北区！起業・副業はじめの一歩サポート事業 

① 計画段階での取組みについて 

・女性が抵抗なく起業することによって地域が活性化されることは行政とし 
ても望ましいことと考えます。どのように事業を立ち上げることができる 
のかを知ることによって自らの可能性に気づくことも多いと思うので今回 
の取り組みはそのチャンスを広げることができたのではないでしょうか 

 
・行政だけでは実現が叶わなかったマルシェの開催等、役割分担や協働とし 

ての取り組みには、一定の成果があった様に感じます。他方で、当初予定 
していたターゲットの棲み分けという意味においては、必ずしも想定通り 
の内容には至らなかったのではないかと感じました。2 年目以降の活動に 
ついては、数字としての成果もさることながら、内容的な成果に期待した 
いところです。 

 
・多様なライフスタイルや働き方が求められる中で、起業・副業のはじめの 

一歩のサポートは、ニーズに対応した取り組みであると考えます。 
 

② 事業の進め方について 
・事業の柱の一つとして掲げられた勉強会は、不活発な印象がありました。 

謝礼予算も 35 万円弱を残しており、充実した講師による育成プログラム 
の実施の観点から課題があったように見えます。 

 
・マルシェや勉強会、交流会の開催に区の広報や参加希望者への周知など、 

担当課との連携をより密にすれば良いと思います。 
 

③ 協働で取り組んだことによる効果について 
・マルシェ開催の周知を区が、勉強会などの場で区が実施の事業を紹介する 

などがあり、協働の成果につながっていると思います。 
 

・一定の協働関係が実現していました。チャレンジメンバー数や開業届提出

者数という指標のみに留まらずに社会開発の観点から協働が更に進化す

ることを期待しています。 
 

④ 協働事業の成果について 
・チャレンジメンバー３１名が刺激し合い、5 名の開業届提出につなげられ 

たことは成果であったと思います。 
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・創業予備軍となるチャレンジメンバーを 31 名集めることができたこと、 

開業届を 5 名出すことができたことは、事業の大きな成果だと考えます。 
 

⑤ 将来性 
・彩結びさんの経験、人脈、実績を生かしながら、創業への思いや生活環境

がそれぞれに違う参加メンバーに対する動機付けや交流の仕掛けづくりな

ど、さらなる工夫を凝らしていただきたいと思います。様々な課題をチャン

スと捉え、ますます発展することを期待します 
 

・本事業の目標（成果指標）は、チャレンジメンバー会員を年間 30 人、開 
業届提出者を 5 名を出すことなどではありますが、本事業の参加者それぞ 
れの目的は様々であり、また経験を経るに従い変わってくるものだと思い 
ます。今後は、そうした個々のチャレンジメンバーの思いにどのように応 
えていけるのか、という新たな課題が生まれてくるのではないかと思いま 
す。本事業を進める中で見えてくる課題に対して、どのように対応し事業 
自体を発展させていくか期待しています。 

 
（２） 銭湯を核とした多世代間の地域コミュニティ再生と記憶アーカイブによ 

る歴史的・文化的まちづくり 

① 計画段階での取組みについて 
・銭湯は歴史的財産となりつつあリますが、現実には民間の事業者であり、

存続するたためには経営が成り立たなければいずれ廃業は免れません。今回

の取り組みにより多くの区民や一般市民が地域における銭湯のコミュニテ

ィセンターとしての役割を見出し、今後も存続するための一助となればと思

います。 
 

・スタート時の事業開始の遅延を認識しつつプログラム運営を適宜修正 
しながら、よりよいものに高めている点は素晴らしいと思います。 

 
② 事業の進め方について 
・銭湯と言うと個人事業主を相手にすることになり、団体独自では難しい

分を区と情報を共有し、意見交換しながら事業を進められたことが、成果

につながっていると思います。 
 

・銭湯のポテンシャルを、北区のシティプロモーションにつなげた好事例 
だと思います。 
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③ 協働で取り組んだことによる効果について 
・銭湯というコンテンツが地域をプロモーションしていくために関心が高そ

うなこともあり、行政として取り組みやすかったのではないかと思います。

また、区報に大きく取り上げたりケーブルテレビでの番組提供など区と協働

することによって得られた成果は大変大きいものとなりました。事業者が新

聞という形態をとって各銭湯ごとに広報したことも多くの興味関心を引き

出したと考えられます。 
 

・団体が持つ専門的な点は区では無理があると思いますが 、2 月発行の北

区ニュースは当事業の特集号で、協働の大きな成果だと思います。 

 

④ 協働事業の成果について 
・「多世代間の交流」や「地域コミニティの再生」に着目した活動としては、

成果の期待が大きな事業だと思います。 
 

・区民の興味関心を高めることにはつながったと思いますが、実際に事業 

に参加していただける方が少ないことに対する原因を検討し、今後は人々の

集いの場としての銭湯を演出していただければと思います。 
 

⑤ 将来性 

・区と銭湯の関わりについて、シティブランディングが主体的に関わってい

ますが、「地域コミュニティの再生」や、「多世代間の交流」が本協働事業の

目的とするのであれば、今後は切り口を変えた部署が関わっていくことで、

より広がりのある事業展開が見込めると思います。 

 

・報告会でも述べられていた様に、種まきとしては一定の成果が出たのでは

ないかと嬉しく感じました。2 年目以降は、銭湯の活用と銭湯の再生をどう

関連付けていくかということを工夫しながら活動していく必要があると感

じます。期待値を込めてＢ判定としました。 
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